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ＵＳＢマスターユニット１ 

取扱説明書          初版 ２００８．０３.１３ 

      

ＵＳＢＭＳＴ１                          有限会社 ビーリバーエレクトロニクス 

 

■概要 
本製品は弊社ＣＰＵボード（ＢＣＨ８３０４８ＯＮＥ、ＢＣＨ８３０５２、ＢＣＨ８ＳＸ１６５３、ＢＣＨ８ＳＸ１６５７、

ＢＣＳＨ７０２６等）のＳＩＯに接続し、ＵＳＢマスターとして使用するボードです。ＣＰＵボードからＳＩＯ制御プログラム

でＵＳＢメモリのリード、ライトができます。簡単なコマンド方式なので、特にＦＡＴの知識を必要としません。ファイルフォ

ーマットはＦＡＴ１２，１６，３２対応ですので、パソコンとの間で相互に読み書き可能です。電源電圧は５Ｖ固定。インター

フェイスは３．３Ｖ、５Ｖ両電源対応です。 

 

■用途 
用途 動作例 

データーロガー ●マイコンで記録し、結果をパソコンで解析する 

●バッテリー動作ロガー 

●移動体のデータ収集 
プログラムセレクタ ●ＵＳＢメモリに書かれた内容によってマイコン動作を変化させる 

●ＵＳＢメモリに書かれたプログラムをＲＡＭにダウンロードしてマイコンを動作させる 
セキュリティ ●ＵＳＢメモリのデータで施錠、開錠する 

●個人を特定する、個人データの蓄積 

 

■特徴 
ａ）ＦＴＤＩ社 ＶＩＮＣＵＬＵＭを使用。ファームウエアはＶＤＡＰ（disk and peripherals）を書き込み済み。 

  但し、peripherals はハードウエア的に未対応。 

ｂ）電源ＯＮ ＬＥＤ、ＵＳＢメモリ挿入ＬＥＤ実装により状況が目視できます。 

ｃ）ＣＰＵボードとの接続は配線４本のみ。ハーネスは添付しています。 

ｄ）ＵＳＢメモリファイルフォーマット ＦＡＴ１２，１６，３２に対応。但し、リード、ライトに特にＦＡＴの知識を必要と 

  しません。ロングファイルネーム、漢字ファイル名は対応していません。 

ｅ）製品を販売する場合、他のメモリカードに比べて各種手続き、年会費の支払い等が不要。 

 

■製品構成 
基板     １枚 

ハーネス     ４ピン １個 

本取扱説明書   １部 

パスワードのご通知   １部（ソフトダウンロード先のパスワード） 

 

■外形寸法、電源 
基板サイズ ４９．５×３５．５ｍｍ 、５７×３５．５（ＵＳＢホストコネクタ突起部含む）   

電源は＋５Ｖ固定 １００ｍＡ以下。５Ｖ電源ＣＰＵボードの場合、ＣＰＵボードと同一のものを供給できます。 

３．３ＶＣＰＵボードの場合、別途５Ｖを用意する必要があります。 
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■使用方法 

 

ａ）使用前準備 
 

１）ＪＰ２を使用するＣＰＵ電源により切り替えます。▲マークが１番です。 

                    ５Ｖ＝１－２ショート（出荷時デホルト） 

     ３．３Ｖ＝３－４ショート 

 

 
 

２）基板には４ピンコネクタ Ｂ４Ｂ－ＥＨ－Ａ（ＪＳＴ）が実装されています。 

  添付のハーネスを電源、ＧＮＤ、ＴＸＤ、ＲＸＤに接続します。接続の方法は「接続例」を参照願います。 

３）ＣＰＵボードによってはプルアップ抵抗が必要です。 

 ４）ＦＴＤＩ社のサイトよりＶｉｍｃｕｌｕｍ Ｆｉｒｍｗａｒｅ Ｕｓｅｒ Ｍａｎｕａｌ（英文）をダウンロードし、動 

   作の概要、コマンド等について目を通します。 

 

ｂ）サンプルソフトのダウンロード 
 弊社会員サイトより御使用のＣＰＵボードにあったサンプルソフトをダウンロードします。必要であればＣＰＵに対応するフ

ォースライタもダウンロードし、プログラムをＣＰＵボードに書き込みます。 
 
ホルダ名：sample2_USB_HOST 
書き込むファイル名：sample2.mot または sample2_7206.mot 
ソースファイル名：sample2．ｃ または sample2_7206.c 
 
動作：ＵＳＢメモリに test.txtというファイルを新規で作成し、中に「Beyond the river」と書き込みます。作成
された test.txtファイルはマイコンからも、パソコンからも読み書きできます。 
再コンパイル：sample2.c を修正し、コンパイルをかけたい場合、弊社開発セットが必要です。すでにお持ちの場
合、現在の sample2 ホルダの中の sample2.c、sio.h ファイルを退避させ、この sample2.c、sio.h を入れコンパイ
ルしてください。 
 
ｃ）電源を投入し、ＵＳＢメモリを挿入し、ソースファイルを参考にソフト通り動作するかどうか確認します。 
 動作しない場合、配線等間違いが無いか確認します。 
ｄ）動作したらソースファイルを参考に、お客様の使用する内容でプログラムを作成します。 
ご不明な点は弊社までメール等でお尋ねください。 

 

■ＣＰＵボード別注意点 

ＣＰＵボード別に基板改造の必要があります。 

ＣＰＵボード 改造、注意点 

ＢＣＨ８３０４８ＯＮＥ、 

ＢＣＨ８３０５２ 

抵抗Ｒ１０を半田こてで熱し、基板よりはずしてくださ

い。 

ＢＣＨ８３０４８Ｋ５ 

ＢＣＨ８３０４８Ｋ３３ 

ＪＰ２をニッパー等でカットしてください。 

ＢＣＨ８ＳＸ１６５３ 

ＢＣＨ８ＳＸ１６５７ 

ＢＣＳＨ７２０６ 

プルアップ抵抗１０ＫΩ～５０ＫΩをＣＰＵ基板ＴＸ

Ｄ側に接続願います。 

※ＢＣＨ８３６７２はＳＩＯが１個しかなく、フラッシュＲＯＭ書き換えに専有されていますので、本製品を接続

することはできません。 

※例にあるＳＩＯ以外でも接続、使用することはできます。 
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※１台のＣＰＵボードにＳＩＯが３つ以上ある場合（ＢＣＨ８ＳＸ１６５３等）、その分、本基板を複数接続するこ

とも可能です。 

 

■使用上のご注意 
 環境の悪いところ（ﾉｲｽﾞ、油、ほこり、塵、高温）での使用はお止め下さい。 

■お問い合わせ 

ＵＳＢＭＳＴ１ボード についてのお問い合わせは以下にお願い致します。 

お問い合わせ内容 会社名 電話番号 ＦＡＸ番号 

開発、販売、カス

タム対応 

有限会社ビーリバーエレクトロニ

クス 

０４２－９８５－６９８２ ０４２－９８５－６７２０ 

販売代理店、部品 サンデン商事株式会社（担当：譜久

山 ふくやま） 

０３－５８１８－７７５１ ０３－５８１８－６６３０ 

各会社のホームページ、住所、他 

会社名 ホームページ（メールアドレス） 住所 他 

有限会社ビーリバ

ーエレクトロニク

ス 

 

http://beriver.co.jp/ 

〒３５０－１２１３ 

埼玉県日高市高萩１１４

１-１ 

ハードウエア設計、製造元 

サンデン商事株式

会社    

http://www.sandenshoji.co.jp 

 

 

〒１０１－００２１    

東京都千代田区外神田６

－１２－３ ビックウエ

ストビル３号館４Ｆ 

秋葉原地区代理店、各種部

品、ハーネスアッシーなど

販売 

 


